
 

 

 

 

 

 

 

 

 観測史上最も暑い夏と言われた昨年をも明らかに超え、天気予報で

は３０度台後半の予想最高気温を連日見ては熱中症への警戒を新たに

するといった苛烈な暑さが連日続いていますが、皆様におかれまして

は衷心より暑中お見舞いを申し上げます。 

 さて、夏休みと夏期講習も早くも半ばとなり、計画していた活動を

実行するのと並行して、各種課題の消化、また受験勉強にいそしむ日々

を送っていることと存じます。教室内でも、生徒さんたちは皆さん授

業に自習に生き生きと臨んでいます。中には授業後の当日の予定や翌

日からの予定を上機嫌で話してくれる生徒さんもいますが、復習や宿題は手を抜かずに行い、各種活動や遊びはその

日の勉強のことをもう考える必要がない状況で、心の底から楽しんでください。 

ただし、熱中症の危険は屋外のみならず、冷房の効いている屋内でも常に伴います。水分および休養・睡眠が不足

すると、体のだるさや頭痛といった、熱中症の症状が現れやすくなります。また水分だけでなく、食欲の減退をいい

ことに食べる量を減らすと、体力の維持が難しくなっていきます。必要な栄養を食事から摂取することはもちろん、

自己管理にも気を配り、実り多い夏にしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は、中学２年で習う「１次関数」についてお話しします。 

１次関数は、一度理解してしまえば、本当に単純なものです。グラフを描くとそれこそたった１本の直線となり、

変わり方が突然変わることもありません。しかしそれは極限まで抽象化した結果であり、単純に見えてその実は、中

１と小６の比例で教わった内容だけでなく、小４で習う「変わり方」、いろいろな図形の性質、また１次関数の直前に

扱われた連立方程式を含んでいます。さらにその連立方程式を理解するためには、中１内容の方程式、文字式、正負

の数にとどまらず、もちろん小学校で教わるすべての四則計算がしっかりと身に付いている

必要があります。 

つまり、１次関数が難しい、わからない、と訴える生徒さんには、これらのうちのどこか

に習得不足なところが少なくとも１か所はある、ということになります。どれも数学だけで

なく他分野や日常生活でも必要な内容です。（余談ですが私は１次関数を「中学数学の中ボス」

と呼んでいます。） 

当塾では夏期講習中に、中２・中３の生徒さんには必ず１次関数の問題演習をさせています。中２生にとっては予

習となりますが、どこでわからなくなるかで弱点がすぐに見つかるので、復習課題を容易に決めることができます。 

意外に思われるかもしれませんが、つまずきの原因として最も目立つのは、計算力不足でも、式を立てられないこ

とでもなく、「日本語」で書かれている問題の意味を読み取れないことです。突き詰めていくと、先ほど挙げた一連の

単元での学習の中で既習のはずの、多くの用語や記号の意味を忘れている、または間違って覚えている、ということ

があります。関数の問題は文章題も多いうえ、条件提示だけで数行にわたることもあり、問題を読む前に心が折れた

り、問題を読めたとしても条件整理がうまくいかなかったりといったことも少なくありません。この場合は用語や記

号についての学び直しから始めます。 

長めの文章題も、記号や式を使うと条件を短く明瞭にまとめることができます。そもそも記

号は、言葉にすると文字数が多くなることを短く表記するために使うものですから、書かれて

いる内容を記号やアルファベットを含む表記に変換すれば、扱う情報量を大幅に減らすことが

できます。そしてこの営みは決して１次関数の問題や数学の問題にとどまらず、国語の読解と

表現のどちらにも応用することができます。「記号や短い言葉での言い換え・書き換え」で内容

を整理するだけでも、より多くの情報を扱う余裕が生まれるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年８月号

【教室からのお知らせ】 

① 夏期講習費用を、ご指定の口座より８月２０日（木）に振替させていただきます。 

８月は夏期講習費用のみとなります（通常授業分はありません）。 

お振替額のお知らせを同封いたしましたので、ご確認をお願い申し上げます。 

② 夏期講習明けの通常授業は、８月３１日（月）より始まります。 

９月以降のお知らせを同封いたしました。ご記入とご提出をよろしくお願いいたします。 

③ 当塾では水筒・ペットボトル等、密閉できる容器での飲料持ち込みを認めています。 


